
今月は、高田東中学校の学校生活や日々の取り組みの様子をお届けします
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　５月 16 日㈯、「彩～我らが紡ぐ希望の光～」のスローガンのもと、高田東
中学校運動会を開催しました。一人一人の努力や思いをつなぎ合わせ、大き
な輝きを生み出そうという願いを込めて、一生懸命に取り組みました。
　紅組「凌駕」、白組「輝跡」の各組団スローガンのもと、それぞれが力を尽
くす中、毎年恒例となっている統合前の広田中学校、小友中学校、米崎中学
校の応援歌も披露しました。３校の伝統を受け継ぐこの取り組みは、地域
の方々からも好評をいただいています。
　運動会を通して、学年を越えて声を掛け合い、互いを応援する姿が多く見
られ、日々大切にしてきた「絆」を改めて感じることができました。運動会
で得た達成感や仲間を思いやる気持ちを、これからの日常生活にもつなげ、
さらに誇れる高田東中学校をつくっていきます。ご来場いただいた保護者や
地域の方々、温かいご声援をありがとうございました。

一人一人の輝きが紡ぐ、 希望の光　～令和８年度 高田東中学校運動会～

ふるさとへの思いをつなぐ～ 「在京陸前高田人会」 の皆様との交流～

　９月第１週にキャリアウィークを実施しまし
た。１年生は「地域に学ぶ」として復興とともに
歩む本市について学び、２年生は「社会に学ぶ」
として職場体験学習に取り組みました。３年生は
「人に学ぶ」をテーマに、修学旅行中に「在京陸
前高田人会」の皆様との交流会を行いました。
　交流会では、東日本大震災の際、遠く離れた地
からふるさとの復興を支え、その後も陸前高田を

支援の思いを次の誰かへ 「恩送り」

　高田東中学校生徒会では、支援の思いを次へつなぐ「恩送り」の活動に取り組んでいます。
　令和８年熊本地震に際しては、地域の皆様や生徒から募金への協力をいただき、高田第一中学校生徒
会と合わせて集まった 36 万 3,990 円を日本赤十字社へ寄付しました。
　また、東日本大震災後、毎年卒業式にお祝いの花を届けてくださった我孫子市消防団へ、大雨災害へ

応援し続けてきた皆様の思いを伺いました。ふるさとを大切に思い、復興を願う皆様のお話から、地域
を思う心や人と人とのつながりの大切さを学ぶことができました。
　今回の交流を通して、ふるさとへの思いを深め、陸前高田の未来を担う一人として、自分にできるこ
とを考える貴重な機会となりました。

の対応にあたる皆様に感謝と応援の気持ちを
込めて、アルミ缶回収の収益を活用した贈り
物を届けました。これまでいただいた温かい
思いを、今度は自分たちから誰かへ。これか
らも感謝の気持ちを次の誰かへつなぐ活動を
続けていきます。
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